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アナ： 「市長が語る２０２４三島」第１６回の今日は、「伊豆ファン倶楽部」について 

お話を伺います。豊岡市長、よろしくお願いします。 

市長： よろしくお願いします。 

アナ： 今年の２月から「伊豆ファン俱楽部」がスタートしましたが、これは 

どのようなサービスなのでしょうか。 

市長： 「伊豆ファン倶楽部」は、国の交付金を活用して、伊豆の関係人口、つまり、 

「伊豆のファン」を積極的に増やすとともに、地元産業の活性化も図るため、 

三島市・熱海市・函南町の３市町が協力して開始したサービスでございます。 

「伊豆ファン俱楽部パスポート」というアプリを開発いたしまして、 

スマートフォンにダウンロードしていただき、会員登録をしていただくことで 

どなたでも無料でご利用いただけます。 

アナ： 具体的には、どのようなサービスを受けられるのでしょうか。 

市長： はい。伊豆ファン倶楽部加盟店にて５００円以上の商品の購入又はサービスを 

ご利用の際に、店舗に設置しております「伊豆ファン倶楽部ＱＲコード」を 

アプリで読み込んでいただくとポイントを貯めることができます。 

貯めたポイントは、１０ポイント単位で、各店舗が用意した特典と交換できる 

仕組みとなっております。 

アナ： どのようなお店が加盟されているのでしょうか。 

市長： 居酒屋、カフェなどの飲食店や美術館をはじめとする体験スポットなど、 

現在のところ、三島市、熱海市、函南町の約１３０店舗に加盟していただいて 

おります。 

また、タクシー事業者にも参加していただいておりますので、タクシーを 

ご利用いただいた際にも伊豆ファン倶楽部のポイントを貯めることができます。 

アナ： 美術館などの体験スポットやタクシーの利用でもポイントが貯まるのですね。

ちなみに、貯めたポイントはどのような特典と交換できるのでしょうか。 

市長： 特典は、それぞれの店舗によって異なりますが、ドリンクサービスをはじめ、 

裏メニューを提供してもらえる特典、伊豆の美味しい魚介を味わえる特典、 

自家醸造酒のテイスティングができる特典など、趣向を凝らした魅力的な特典が

ございます。 

 オフィシャルサイトやアプリに、加盟店の一覧や各店舗の特典を 

掲載しておりますので、ぜひ一度ご覧いただければと存じます。 

アナ： どのような特典があるのか大変興味がありますので、私も早速見てみます。 

伊豆ファン倶楽部では、観光客の方はもちろん、地元の方もポイントを貯めて 

特典を利用できるのが嬉しいですね。 
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市長： はい、伊豆のエリアは首都圏からのアクセスが良好で、日帰りバスツアーや 

小旅行で訪れる方、出張のビジネスマンも多くいらっしゃいます。 

こちらにお越しいただいた機会に、伊豆ファン倶楽部アプリを使って 

「こんなお店があるのか」、「こういう景色が見てみたい」といったように、 

このエリアへの関心を一層高めてもらうきっかけにしてもらえればと 

思っております。 

また、このエリアにお住まいの皆様にとりましても、これまで 

気が付かなかった地元の新たな魅力を発見するきっかけにしてもらえればと 

願っております。 

アナ： 観光の方や地元の方にとって魅力的なサービスであることはわかりましたが、

加盟する事業者の方にとってはどのようなメリットがあるのでしょうか。 

市長： はい。事業者の皆様と一緒に今後の伊豆エリアへの誘客を検討していく上で、 

アプリで収集したデータを利活用することを考えております。 

加盟していただける店舗が増えますと、より多くのデータを収集することが 

でき、精度の高い検討ができるようになりますので、このエリアの事業者の皆様 

には、ぜひ加盟店として、伊豆ファン倶楽部に関わっていただければ幸いで 

ございます。 

地域の事業者の皆様が、伊豆ファン倶楽部を通じて連携していくことで、 

伊豆に訪れる皆様の満足度を高め、消費の拡大などにつなげていきたいと 

思っております。 

アナ： 加盟を希望する場合にはどのようにしたらよいのでしょうか。 

市長： オフィシャルサイトに申込フォームを用意しております。ご不明な点は、 

お気軽に伊豆ファン倶楽部運営センターにお問い合わせください。 

現在３市町で取り組んでおります伊豆ファン倶楽部ですが、将来的には、 

伊豆半島全体に対象を拡大していくことも視野に入れておりますので、 

できるだけ多くの方にアプリを使っていただきたいと存じます。 

アナ： 豊岡市長、本日はありがとうございました。 

市長： ありがとうございました。 


